
家族の多様性やそれぞれの幸せについての理解のもと、 家庭環境によらず子どもと
家族が応援され、安心して支援やサービスが得られること

分野①パートナーシップ・子育て

です

多様な家族が体系的
に整理されている

・「多様性」という言葉でぼや
けてしまう施策ターゲットを
具体的に説明できるように
なっている
※デンマークには37種類の
家族があるといわれている

の実現が
必要です

家族類型に合わせて、
支援が充実していく

・元気っ子育成支援のデータ
ベースが、家族類型ごとの施
策検討に活用されている
・家族類型について理解が広
まっている（子育て体験講座、
学校・生涯学習との連携）

望む人が、子どもを
持ったり、子育てした
りできるようにする

・困ったら相談できる体制が
充実している
・不妊治療、養子縁組、結婚・
再婚等の支援がバランスよ
く実施されている

ニーズに合うサービス
の再編成と多機能化
・家族類型ごとの幸せについ
て情報提供・支援が行われて
いる（周産期医療・健診等）
・誰でも、いつでも利用でき
る預かりサービスが充実し
ている（認定こども園化の研
究、各種サービスの改善等）

地域による子育てへ
の協力が拡がる

・家族類型ごとの困りごとや
地域・企業のサポート例が共
有されている
・子どもの遊び場や多世代交
流の場が充実している

私たちの目的は、子どもたちがいる暮らしや子どもの将来に希望が持てること だから

この「ありたい姿」の実現には、

【ワークショップの概要】
・少子化、親の孤立化等の課題が叫ばれて久しい。若い世代は子どもと持つことを、意識して“選択する”という状
況におかれている。
・近年、共働き家族が急増し、「父親が働いて、母親が家にいて、子どもがいる」という従来の“一般的な家族”の割
合は減少している（「３歳児神話」は既に過去のものとなっている）。少子化がますます深刻化する背景には、“一般
的な家族”像に押し込められた、または、外れてしまったっことによる、生きづらさ・暗中模索感が影響しているので
はないか。
・家族が変化すれば、支援のあり方も変化するはずである。しかし、家族の変化の実態は、十分に把握されていない
のが実情である。そのため、塩尻市の子育て家族の実態を把握し、それを元に支援を再編成していくことが必要な
のではないか。
・また、地域や企業等も子育て家族の実態を把握し、地域全体として子育てに協力していくことで、真に「住みやす
く、育てやすく、働きやすい」まちが創られるのではないか。

多様性を知ること 多様性を理解すること 多様性を踏まえた支援が展開されること

「10年後のありたい姿」は
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